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近年、クラウドコンピューティングの発展や、Startup Accelerator のような新たなインキュベー

ターの出現によって、ICT ビジネスにおける起業がカジュアル化すると共に、急速に成長するベ

ンチャー企業が数多く生まれつつある。これは ICT ビジネスにおけるイノベーションの創出方法

が大きく変化していることを意味する。それでは、今後もこうした起業家経済の活性化は続くの

であろうか。それとも、これは一時的な現象なのだろうか。クラウドコンピューティングがいく

ら急速に発展しても、やがては ICT ビジネスの主導権は膨大な研究開発予算と優秀な人材を擁す

る大企業に戻ることになるのだろうか。

未来を予測することは困難であり、特に ICT ビジネスのような変化の早いビジネスの将来を予

測することは不可能であろう。そこで、本稿では過去になされてきた ICT ビジネスの将来像に関

するビジョンから、その大きな潮流に関して考察し、その後に近年生まれた ICT の将来コンセプ

トを分析する。

以下では、まず 1940 年代にまで遡り、当時行われた ICT の未来像に関する予測を簡単に振り

返る。当時からコンピュータによって、誰でもが繋がる世界観が示されていたことが確認でき、

コンピュータという思考の道具によって知能を拡張された人間同士が地球規模で互いに繋がりあ

う世界が到来する可能性は予見されていたともいえる。

次にインターネット普及以降、具体的には 1995 年以降から語られてきた、ICT の将来ビジョ

ンを考察する。これまで語られてきた ICT の進化の方向性は、1940 年代に既に語られたとおり

のものであるものの、近年になるほどその進化のスピードは加速している。そして、コンピュー

タによって繋がった個人は、かつては大企業しかもちえなかったような力を獲得し始めている。

こうした過去の予測からは、いずれも起業家によって牽引されようとしている ICT ビジネスの未

来を展望することができる。

1. 過去のビジネスコンセプトから考える ICT ビジネス

ICT の発展により拓かれる社会の未来像は、コンピュータが発明された 1940 年代当時から様々

なビジョナリーによって語られてきた。そして、かつて描かれた未来像には未だに実現していな

1 本稿は湯川（2013）の一部を加筆・修正したものである。
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いものも存在する。以下では、過去に語られた ICT の将来ビジョンから、ICT の長期的な潮流に

関して考察を行う。

このようなビジョナリーの嚆矢といえるのは、1945 年に “As We May Think” を著した

Vannevar Bush であろう。1930 年に MIT でアナログ計算機を発明した Bush は、その後、第 2

次大戦中にマンハッタンプロジェクトを含む第 2 次世界大戦中の連邦政府科学研究開発予算の

調整を行う科学研究開発局（OSRD: Office of Scientific Research and development）2 の局長を

務めた 。こうした戦争遂行のための研究はコンピュータの発明を助けることになったとされる

（Rheingold 2000）。

Bush（1945）は、冒頭の戦争と科学者の関係から始まり、研究者の知識の扱い方に関する問

題意識を中心に展開される。増殖し続ける研究者の研究成果を記録し、それを正確に活用し続け

ることで、人間の知識を拡張する方法としてメメックス（memex：機械化された私的なファイ

ルと蔵書のシステム）を提案している。

memex 自体は、現在の PC（モバイル端末を含む）に近く、また、その考察がハイパーテキス

トを生んだとも言えよう。西垣（1997）は Bush の構想が未だに部分的にしか実現されていな

いと指摘している。もちろん、データをアナログ（マイクロフィルム）と捉えていることを考え

れば、現実は Bush の予想を超えているが、近年になってようやく、彼の指摘したことが現実に

なりつつあるものもある。

例えば、Bush（1945）では、「もしユーザーが決まった規則に基づく反復的な細かい変換作

業以外のことに頭を使うべきだとすれば、彼らは高等数学の細かくて骨の折れる操作からも解放

されなければならない」としているが、近年発展しつつある Business Intelligence（BI）は Bush

のコンセプトの一部を実現しつつある。

また、Bush は情報検索のあり方を非常に重視しており、「索引ではなく、連想による選択を機

械化できるかもしれない。メメックス（個人用の未来の装置）とは、個人が自分の本、記録、手

紙等を蓄え、また、それらを相当なスピードで柔軟に検索できるように機械化された装置である。

ヒトがその心理的な過程を人工的に完全複製することは望めないとしても、これから学ぶことは

可能である。」とするが、Google(Suggest) は連想による選択の機械化を一部実現している。

検索に関しては、他にも「ユーザーは、利用できる資料の迷路の中に、自分の興味のあるもの

への検索経路を作り上げるのだ。（中略）ユーザーは複製装置を始動させ、全検索経路を写真に

撮り、友人自身のメメックスに挿入するようにそれを手渡す。こうしてこの検索経路は、更に一

般的な検索経路へ統合されていくのである。」と未来の検索のあり方を示唆するが、Google を初

めとする検索エンジン各社の検索アルゴリズム、あるいは Facebook のソーシャルグラフは他人

の検索経路の利用を一部実現しようとしているともいえよう。

個人が使うことのできるコンピュータそのものが、空想の域をでない時代における将来ビジョ

2 OSRD はインターネットを生んだ国防総省国防高等研究計画局（ARPA）の前身


